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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ
ざ

い
ま
す
。

昨
年
は
元
旦
の
能
登
地
震
に
始

ま
り
全
国
的
に
猛
暑
や
豪
雨
な
ど

自
然
災
害
の
発
生
が
相
次
ざ
ま
し

た
。　
一
方
、
秋
の
衆
院
選
に
お
け

る
与
党
過
半
数
割
れ
ば
か
り
で
な

く
、
世
界
各
国
政
権
が
混
乱
に
陥

っ
て
い
る
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
に
お
い
て
は

一
昨
年

の
イ
ン
ポ
イ
ス
制
度
導
入
に
続
い

て
昨
十

一
月
か
ら
い
わ
ゆ
る
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
法
が
施
行
さ
れ
、
新
た

な
契
約
方
式
の
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
と
と
も
に
．
金
融
機
関
の

手
数
料
増
、
郵
送
料
値
上
げ
な
ど

で
事
務
局
の
事
務
と
経
費
の
増
大

な
ど
大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
は
異
常
な
早
さ
で

進
み

一
層
の
人
手
不
足
と
な

っ
て

い
る
現
状
に
お
い
て
、
契
約
方
式

が
変
わ

っ
て
も
地
域
活
性
化
の
担

い
手
と
し
て
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
高
年
齢
者
の
活
躍
は
更
に
求

め
ら
れ
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
い

わ
ゆ
る
山
間
地
で
過
疎
地
域
が
点

在
し
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
県
内
他
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に

大
規
模
な
工
場
や
事
業
所
で
の
就

業
は
望
め
ま
せ
ん
が
三

］同
齢
の

方
々
等
か
ら
諸
々
の
依
頼
に
き
め

細
か
く
対
応
し
て
行
く
こ
と
が

一

層
求
め
ら
れ
て
お
り
、
従
来
以
上

に
会
員
の
増
強
が
不
可
欠
で
す
。

会
員
に
よ
る
ロ
コ
ミ
勧
誘
等
に
よ

り
入
会
会
員
が
増
加
し
て
い
ま
す

が
引
き
続
き
皆
様
方
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

年
が
変
わ
り

一
歳
年
を
重
ね
ま

し
た
が
、
加
齢
に
伴
い
前
年
に
は

問
題
な
く
出
来
た
こ
と
も
今
年
は

困
難
に
な
る
こ
と
は
多
々
あ
り
ま

す
。
就
業
や
就
業
途
上
に
お
け
る

人
身
事
故
や
損
害
賠
償
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う

「安
全
は
全
て
に

優
先
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
今
年

も
こ
活
躍
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
一Ｒ

ン
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ
ざ

い
ま
す
。

令
和
７
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え

て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の

皆
さ
ん
と
お
祝
い
出
来
ま
す
こ
と
は
心

か
ら
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
元
旦
よ
り
能
登
半
島
地
震
に

は
じ
ま
り
、
豪
雨
に
よ
る
災
害
と
大
変

な

一
年
で
し
た
。
あ
ら
た
め
て
被
災
し

た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に

一
日
も
早
い
復
興
を
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
海
外
に
お
き
ま
し
て
も
激
動

の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
だ
終
息
が

見
え
な
い
ロ
シ
ア

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

や
ガ
ザ
戦
争
を
含
む
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

と
、
真
の
平
和
が
い
つ
訪
れ
る
か
心
配

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
Ｉ

こ
う
し
た
中
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は

平
和
で
争
い
の
な
い
国
に
い
る
こ
と
の

感
謝
と
、
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
は
ト
ラ

ン
プ
氏
、
国
内
で
の
総
理
大
臣
に
は
石

清

海

破
茂
氏
に
と
、
め
ま
ぐ
る
し
く
替
わ
っ

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
安
定

し
た
政
局
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
み
な
さ
ん

は
新
春
を
迎
え
ら
れ
暮
ら
し
に
任
事
に

新
た
な
希
望
と
夢
を
抱
い
て
い
る
事
と

お
察
し
し
ま
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
は

平
素
よ
り
地
域
発
展
の
た
め
持
続
可
能

な
地
域
を
目
指
し
、
人
生
経
験
の
豊
富

さ
と
、
熟
練
し
た
技
を
用
い
て
、
地
域

住
民
の
生
活
の
安
定
に
寄
与
し
て
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。
今
後

も

〓
層
の
こ
活
躍
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

西
部
地
区
の
皆
さ
ん
の
努
力
と
新
年

の
新
た
な
気
持
ち
に
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

本
年
も
こ
健
勝
で
あ
ら
れ
ま
す
こ
と

を
こ
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
こ
挨
拶
と

し
ま
す
。

一　

　

　

一
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※派遣契約額を含む。
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月別契約額の推移

4月 ,月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 計

R3年度 4.601 3.345 5.183 7.394 6.446 5.814 6.502 6.356 44.640

R4年度 3.241 4.105 5.192 6.248 8.105 6.390 7.071 5.869 46.260

R5年度 3.843 3.755 4.838 7.170 6.142 6.328 5.487 4.029 41.592

R6年度 4.004 4.185 6.460 3.042 6.036 7.305 6.787 5.120 48.020
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十
二

月
末
現
在
の
会
員
数
は
百
六
十
五
人
で
す
。
当
年
度
の
入
会
者
は
十
二
人
、
退
会
者

は
十
人
で
す
。

十

一
月
末
ま
で
の
事
業
実
績
は
、
派
遣
事
業
を
合
わ
せ
て
就
業
延
べ
日
数
は
七
、
三
四
七

人
日
．
前
年
度
比

一
〇
九

二

一％
。
契
約
額
は
四
、
八
〇
二
万
円
で
す
。
今
年
度
は
、
企
業

の
大
口
契
約
等
に
よ
り
前
年
度
比

一
一
五

・
五
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ヽヽ_
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會
員
の
広
場

年
男
・年
女

N

今
年
の
年
男

・
年
女
の
方
は
会
員

一
六
五

名
の
う
ち
十
四
名

（七
回
七
名
六
回
七

名
）
で
す
。
こ
の
う
七
名
の
方
に

①
今
年
の
抱
負
は
？

②
セ
ン
タ
ー
で
の
就
葉
状
況
は
？

③
健
康
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
事
は
？

④
あ
な
た
の
趣
味
は
？

等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

一̈①
健
康
で
毎
日
主
人
と
仲
良
く
楽
し
く

一̈　
過
ご
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

¨̈
　
い
ま
す
。

一
②
も
う
少
し
仕
事
が
多
く
あ
る
と
う
れ

一一　
し
い
で
す
。

一
０
最
近
、
足

・
腰
が
よ
わ
く
な
っ
た
の

¨̈
　
で
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
始
め
ま
し
た
。

一
④
花
を
プ
ラ
ン
タ
ー
で
育
て
た
り
、
花

¨̈
　
瓶
に
い
け
る
の
が
た
の
し
い
で
す
。

一̈①
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
れ
ば
‥
の
思

一一　
い
。
願
う
は
泰
然
自
若
の
境
地
？
達

一̈　
す
れ
る
か
。

一
②
少
し
ば
か
り
の
農
作
業
他
で
就
業
の

一一　
機
会
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
。

「会
員
で

一一　
あ
り
続
け
る
‥
意
義
」
の
精
神
で
。

一一③
食
事
に
気
を
配
る

（若
い
時
の
不
摂

一一　
生
へ
の
自
戒
）
だ
が
、
思
う
よ
う
に

一̈　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
出
来
ま
せ
ん
。

，
④
写
真
撮
影

（ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
年
数

====■、■、■
=■

′

一一①
昨
年
は
村
内
だ
け
で
な
く
村
外
の
一一

根
羽
村

松

下
　
栄
樹

仕
事
を
す
る
事
が
出
来
、
人
と
の
一一

か
か
わ
り
が
広
が
り

一
年
た
の
し

， 一

か
っ
た
で
す
。
本
年
も
人
と
の
か
¨̈

か
わ
り
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
¨̈

　̈
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

一一②

一
年
を
通
し
て
草
刈
り
の
仕
事
が

， 一

一一　
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

一
０
早
寝
、
早
起
き
で
す
か
ね
。　
　
　
一一

一
④
年
の
せ
い
か
楽
し
み
は
少
な
く
な

一一　
り
ま
し
た
。

一①
前
回
は
六
回
目
、
今

回
は
七
回
目
の

一一

一　

シ
ル
バ
ー
便
り
に
、
巳
年
年
男
と
し

一̈

て
投

稿

で
き

る

事

に

感

謝

し

て

お

り

一一

ま

す

。

近

年

で

は

農

業

に

専

念

し

て

一

お

い

し

い

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

と

カ

ボ

チ

一̈

ャ
を

作

り

、

み

な

さ

ん

に

お

い

し

か

一̈

っ
た

と

言

っ
て

頂

け

る

事

が

な

に

よ

一̈

り

の
生

き

が

い

で
す

。
　

　

　

　

　

　

一一

次

回

は

八

回

目

を

目

指

し

て

‥

‥

こ

一̈

れ

は

無

理

か

な

？

せ

め

て
米

寿

ま

で

一

は

お

い

し

い

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

を

作

り

一̈

た

い

と

頑

張

っ
て
お

り

ま

す

。

シ

ル

一一

バ

ー

の

お
仕

事

に

も

。
　

　

　

　

・

一一

い
¨

■

一̈　
阿
智
村
　
　
　
　
　
Ｒ

一一
　

下
島
　
康
貞
　
．

■，一
¨¨̈

①
今
年
も
健
康
と
怪
我
の
な
い
よ
う
暮
ら
す

一̈
　

こ
と
が

で
き
る
よ
う
祈

っ
て
い
ま
す
。

一一②
草
刈
り
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
毎
年
暑

一一　

さ

が
増

し

き

つ
い

日
も
あ

り
ま
す

が

、

一一　

仲

間
と

楽

し
く
話

が

で
き
励

ま

し
合

い

一一　

な
が
ら
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

∵
０
体
を
動
か
し
て
睡
眠
を
し

っ
か
り
取

っ
て

一一
　

い
ま
す
。

〓
④
・野
球
が
好
き

で
．
よ
く

テ
レ
ビ
観
戦
を
し

ヽ
■
●

――
■

■
コ

ーー
コ
＝
＝

＝
コ

＝
“
“
コ
”
＝
コ
ヨ
ヨ
Ｈ
”
”
＝
”

ヽ
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・■
１

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
は
読
書

で
す
。
　

一

Ｉ
■
Ｌ
、

根
羽
村

石
原
　
里
子

根
羽
村

高
柳
　
紀

一

一̈　

回
撮
影
旅
行

・
作
品
展
）
下
手
の
横

一一

一一　

好
き
で
、
切
り
絵

・
ち
ざ
り
絵
、
音

一̈

一一　

楽
を
聴
く
、
演
劇
を
観
る
。　
　
　
　
一̈

′
ｒ
ｌｌ
ｒ
ｌｌ
ｒ
ｉｌ
ｒ
ｉｌ
ｒ
ｒ
ｒ
ｉｌ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
●
●
Ｌ
、

==■
■■

'■
・・■

=や、

平
谷
村

川
上

金

司

①
元
気
で
毎
日
を
す
こ
す
こ
と
で
す
。　

一̈

０
・２
か
所
で
就
業
し
て
い
ま
す
。
体
が
¨̈

続
く
限
り
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
一

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

０
ラ
ジ
オ
体
操
、
ス
ト
レ
ツ
チ
　
　
　
一一

の
こ
の
頃
あ
ま
り
読
ん
で
い
な
い
で
す
一一

が
、
色
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
読
む
一一

こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

Ｃ
私
も
何
回
目
の
年
女
、
今
年
も
体
に

気
を
付
け
て
皆
様
に

（子
供
達

・
家

族
）
迷
惑
か
け
な
い
様
に
今
の
状
態

を
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

②
お
た
っ
し
ゃ
か
い
の
指
導
員
と
い
う
一̈

お
こ
が
ま
し
い
お
仕
事
を
さ
せ
て
頂
一̈

い
て
居
り
ま
す
が
、
も
う
自
分
も
年
一̈

で
こ
ざ
い
ま
す
。
出
来
る
だ
け

一
生
一一

懸
命
日
常
の
生
活
に
気
を
付
け
頑
張
一

り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
一一

①
犬
の
散
歩
　
朝
と
夕
に
。
お
た
っ
し
一̈

ゃ
か
い
の
体
操
。
　
　
　
　
　
　
　
一一

④
友
達
と
の
マ
レ
ツ
ト
ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
一̈

オ
ケ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

４

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
〓

．
■

■

■

■

■

■
●

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

●

■

ｉｌ

■
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■

●
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組
み
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
五
七

九
人
中
女
性
会
員
は
三
一
九
人
、
女
性
会

員
比
率
は
五
十
五
　
〇
％
、
独
自
事
業
収

入
は
全
国

一
位
の
六
六
七
〇
万
円
で
事
業

収
入
の
二
十

Ｔ

二
％
。
農
産
物
生
産
．

加
工
施
設
、
販
売
の
十
八
の
独
自
事
業
を

行
っ
て
お
り
．
そ
れ
ぞ
れ
独
立
採
算
と
の

こ
と
。
時
間
当
た
り
金
額
が
少
な
い
事
業

も
あ
る
が
皆
生
き
生
き
と
活
躍
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

連
合
会
主
催
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
．

十
二
月
十
日
長
野
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
セ
ン
タ
ー
が
抱
え
て
い
る
会
員
拡

大
、
高
齢
者
の
た
め
の
就
業
開
拓
、
安
全

就
業
．
セ
ン
タ
ー
運
営
等
の
課
題
に
つ
い

て
．
意
見

・
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。午

後
は
正

・
副
理
事
長
研
修
会
が
あ

り
、
女
性
が
活
躍
し
て
い
る
大
野
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
独
自
事
業
の
取
り

南
信
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
研
修
会
が
九
月

九
日
に
茅
野
市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
十
三
名

の
役
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
役
員
の
方
に
現
在
の
シ

ル
バ
ー
を
取
り
巷
く
状
況
や
役
員
の
任

務
等
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
研
修
会

で
、
連
合
会
の
宮
下
常
務
理
事

・
事
務
局

長
に
よ
る

「シ
ル
バ
ー
事
業
の
現
状
と
課

題
」
と
題
し
て
、
シ
ル
バ
ー
の
歩
み
と
シ

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
の

安
全

・
適
正
就
業
推
進
大
会
が
十
月
二
十

八
日
に
茅
野
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
安
全

・
適
正
就

業
委
員
等
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
初

に
安
全

・
適
正
就
業
標
語
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
優
秀
賞
は
長
野
Ｓ
Ｃ
の
樋
口
さ
ん
の

「慣
れ
て
な
お
　
守
る
基
本
が
　
身
を
守

る
」
で
し
た
。
続
い
て
株
式
会
社
明
治
の

片
岡
永
恭
さ
ん
に
よ
る

「カ
ラ
ダ
は
食
ベ

た
も
の
か
ら
で
き
て
い
る
」
～
元
気
な
人

生
１
０
０
年
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
～
の
講
演

が
あ
り
．
引
き
続
き
全
シ
協
の
安
全
就
業

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
駒
ケ
根
伊
南
Ｓ
Ｃ
、
同
優
良
賞
を
受

賞
し
た

・飯
田
広
域
Ｓ
Ｃ
の
事
務
局
長
か

ら
日
頃
の
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
発
表
が

,、 ,、、1'711:::|,I′ 1ヽ‐、ゞ:,7ミ
ーミ.ヽ :′ :´ 」ヽ

理
事
長

・
事
務
局
長

意
見
情
報
交
換
会
と

工
・
副
理
事
長
研
修
会

役

員

研

修

会

ル
バ
ー
を
取
り

欄

あ
り
ま
し

た
。
最
後

に
県
連
合

会
の
内
田

安
全
適
正

就
業
パ
ト

□
―
ル
員

に
よ
る
安

全
就
業
の

現
状
と
対

策
に
つ
い

て
の
研
修

が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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・
・
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巻
く
背
景
、
会

員
の
拡
大
、
安

全
就
業
、
イ
ン

ポ

イ

ス

、

フ

リ

ー

ラ

ン

ス

法
、
デ
ジ
タ
ル

制
度
改
正
に
つ

い
て
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

化
な
ど
新
た
な

■
踊

要
奎
ｕ適
正
就
業
推
進
大
会

ボ
ク
ン
テ
イ
ア
自
由

十
月
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
普
及
啓
発
促
進
月
間
と
し
て
、
全
国

的
な
普
及
啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
．
当

セ
ン
タ
ー
で
は
阿
智
村
の
四
つ
保
育
園

で
二
十
六
人
が
参
加
し
園
舎
周
辺
の
草

刈
り
、
窓
ふ
き
．
畑
の
耕
起
等
の
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
根
羽
で
は
六
月
に
十
二
人
で

保
育
所
の
草
刈
り
等
の
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

「
自

主

・
自
立

・
共
働

・
共
助
」
の
精
神
に

則
り
、
多
く
の
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ヘ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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「安全 |ま 無理せず 焦らず 油断せず」
安全就業全国統―スローガン

(R5年からR7年度)

I長野県連合会入選作品】

最優秀賞「慣れてなお 守る基本が
優 秀 賞 「安全Iよ 任せず 頼らず 自分から」 中野広域

松本地域

阿南広域

佐 久

敬称略

樋回 周平

永丼 梓

仲田 憲義

佐々木 義長

篠原 満

身を守る」長野

佳   作 その過信が 事故のもと」

あなたに教える 危険の芽」

安全意識あればこそ」

【下伊那西部SC入選作品】

最優秀賞 「気を抜かす 無理をせず 慣れた作業も再確認」田中和子
「ちよつと待つた!! 安全安心の 指差し確認」

「これていいのかと自間じ 再確認の大切さ」

「『面倒だ』緩む心に事故潜む 手順確認安全作業」

「面倒と 一手間惜します 安全就業」

優 秀 賞

佳   作

熊谷 光栄

上甲 智子

川上 金司

高 坂 博

当センター

事故発生日 '性別 地区 就業内容 事故概要

傷害事故 6.9.4 男 根羽 屋根張替作業
トタンの張替作業中、雨が降り出したので屋根から
降りる際に足を滑らせ落下、左足第2指骨折

傷害事故 女 洗濯業務
洗濯業務中、左手上腕が立て付けの悪いドアのノブと
洗濯かこの間に挟まり打撲。

損害賠償 6.11.16 男 阿智

シルバー人材センターにおける損害賠償事故の多くは刈払しヽ機による飛び石事故です。当センターでは

飛石事故防止のための飛散防止ネツト、回転八サミ刈り刃 (機器)を貸し出しています。住宅周辺、駐車

場等で飛石の恐れのある場所の作業に活用して事故防止に努めてください。

なお、当センターの刈払い機による損害賠償保険の免責額は2万円で、本人負担でお願いすることにな

ります。ネットの使用は面倒だ、作業能率が下がると―手間を惜しまず安全作業をお願いします。

令和6年度事故発生状況
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安全・適正就業標語

6.10.15 阿智

障子貼替 障子の貼り替作業中、雪見ガラスに膝を当て破損。

刈払い機による飛び石防止について
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コ
ロ
ナ
禍
で
し
は
ら
く
中
止
に
な

っ
て
い

た
親
睦
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

以
前
は

一
泊
二
日
の
研
修

・
親
睦
旅
行
を

行

っ
て
い
ま
し
た
が
．
今
回
は
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
日
帰
り
と
い
う
こ
と
で
．
蒲
郡
方
面

へ
の
バ
ス
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
二
十
五
名
で
岡
崎
市
に
あ
る
松

平
家

・
徳
川
将
軍
家
の
書
提
寺
で
あ
る
大
樹

寺
を
見
学
し
ま
し
た
。
大
樹
寺
で
は
重
要
文

化
財
の
障
壁
画
や
徳
川
歴
代
将
軍
の
等
身
大

の
位
牌
な
ど
を
拝
観
し
ま
し
た
。
大
河
ド
ラ

マ

一ど
う
す
る
家
康
」
の
影
響
も
あ
り
多
く

の
方
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
は
ホ
テ
ル
竹
島
で
昼
宴
席
．
　
一
お

た

っ
し
ゃ
か
い
」
の
就
業
の
女
性
会
員
に
よ

る
踊
り
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
昼
食

後
は
竹
島
の
散
策
．
海
鮮
市
場
で
買
い
物
な

ど
を
し
楽
し
い

一
日
を
過
こ
し
ま
し
た
。

…
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この度、センターのホームページを全面的にリ
ニユーアルしました。

皆様により快適にホームページを開覧いただけ
るよう、ページ構成、サイトデザイン、スマホ対応の

見直しをいたしました。リニューアルに ____
伴い、URLが変更になりました。お気に

早ヨ副早
入り登録されている場合は、大変恐れ 三]」口]理]

入りますが再度登録をお願いします。  回 講■促

htt,s:ノ /webo.sjo.ne.ip/shimoina
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昨年来、登録のお願いしていますが、現在の登録者は

約30名です。昨年11月施行されたフリーランス法や今

後行われる新たな契約方法の見直し伴い、就業会員に

対して就業条件の明示や就業の同意などが必要となり

ます。また郵使料金の値上げもあります。センターから

のお知らせ、就業情報、配分金明細書の確認等がスマホ

(パソコン)から行うことができるようになるので、事務

処理と経費削減のため登録をお願いします。

登録していただける方はセンターヘお電話ください。

登録できるようこ案内します。
ンヽ__…

会
具
の
皆
さ
ん
に
は
．
昨
年

一
年
間

の
配
分
金
の

「配
分
金
支
払
証
明
書
」

を
送
付
し
ま
す

（見
積
等
を
お
願
い
し

シ
ル
バ
ー
か
ら
お
支
払
い
し
た
分
も
含

む
）
。
ま
た
．
派
遣
会
員
の
方
に
は

「源
泉
徴
収
票
」
が
連
合
会
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
の
際
こ
使
用
く

だ
さ
い
。

笹
隈
　
哲
夫

原
　
友
昭

鈴
木
　
と
き
ゑ

高
山
　
春
子

佐
々
木
　
富
治

遠
山
　
久
美
子

林
　
道
義

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ヽ

・

編
一
案
一
爛

詞
一　
，

過
半
数
割
れ
の
石
破
政
権
、

３０
年
間
動

か
な
か
っ
た
年
収
１
０
３
万
円
の
壁
と
５０

年
動
か
な
か
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
廃

止
に
動
き
始
め
た
。
し
か
し
、
１
０
３
万

円
は
三
党
幹
事
長
合
意
―
フ
８
万
円
と
は

程
遠
い
１
２
３
万
に
留
ま
る
よ
う
で
減
税

は
子
供
の
お
年
玉
に
も
な
ら
な
い
。
厚
労

省
で
は
こ
の
時
と
ば
か
り
と
１
０
６
万
円

の
壁
の
撤
廃
を
企
ん
で
い
る
よ
う
で
．
パ

ー
ト
労
働
者
な
ど
は
週
２０
時
間
以
上
働
く

と
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
手

取
り
は
減
っ
て
し
ま
う
。
ガ
ソ
リ
ン
暫
定

税
率
廃
止
も
言
わ
れ
て
い
る
が
そ
れ
に
代

わ
る
税
が
創
設
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
防
衛
新

税
も
…
…
。

増
税
な
ど
で
我
々
庶
民
に
は
厳
し
い
時

代
で
す
が
．
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
新
し
い

年
を
健
康
で
過
こ
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

,自2の経験キャリア ●空いた時間に    ●体を動かして .
‐■●活かしたい     ちよつと仕事をしたい 健康を維持したい

_■
.入会資格は、阿智村、平谷村、根羽村にお住まいの方で    .ご鋳 、

■‐‐■‐   健康で働く意欲のある60歳以上の方です.        ■_Ⅲ…:

入会は随時受け付けていますので、センターヘお問い合わせください。
(公社)下伊那西部シルバー人材センター (電話43-2244)

根羽事務所 (電話49‐2108)
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阿
智
村
浪
合

阿
智
村
伍
和

根
羽
村

阿
智
村
春
日

阿
智
村
伍
和

阿
智
村
智
里

阿
智
村
駒
場

八
月

九
月

九
月

十
月

十
月

十
月

十
月

「Sm‖e tO Smile」 の登録について

日
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